
Vol. 5, No. 3, 1974 45

報 文

ク サ ガ メ の孵 化 時 期

深 田 祝 ・石 原 重 厚(京 都教育大学)

 Overwintering of Hatchlings of the Turtle Chinemys reevesii 

Hajime FUKADA and Shigeatsu ISHIHARA (Kyoto Kyoiku Univ.)

 The senior author has reported on overwintering hatchlings of the turtle Chinemys re-

evesii, based on observations in his home garden (Fukada, 1965: 76). This paper deals 

with the confirmation of this fact. 

 We kept turtles in the outdoor pens. Dates of egg laying and emergence are shown 

in Table 1. A summary of our observations is as follows: 1) The turtle lays eggs in 

the ground in June to July in Kyoto, and the hatchlings emerge from the ground in 

April and May the next year. 2) Sometimes, the hatchlings emerge in October of the 

same year. 3) The eggs of one clutch number 4 to 11, with an average of 6.7 eggs, in 

one to two clutches per year. When two clutches are laid, the interval between clutches

is about one month. 4) The average egg measures 38mm×22.5mm with a weight of

11g. 5) The newly emerged hatchlings have a carapace length of about 30mm and a 

weight of 6g.

クサ ガ メは6・7月 に地 面 を掘 って 産 卵 す る。 この 卵 が孵 って 子 ガ メが 地 上 に 出て くるの は

翌 年 の4・5月 で あ る こ と は 既 に深 田 が少 数 の 観 察 を もと に して 報 告 した(Fukada,1965:

76)。 この 事 実 を 再 確認 す るた め 私 達 は1968年 以 降 観 察 をつ づ け 若 干 の デ ー タ を得 た の で こ こ

に 報 告 す る。 な お,カ メの 子 の 越 冬 出 現 に つ い て は 北 米 のChrysemys pictaに つ い てHart-

weg (1946)が ミシ ガ ン州 で 記 録 し,そ の後Sexton(1957)やWoolverton (1961,1963)が

同種 につ いて そ れ ぞ れ ミシ ガ ン州 と ミネ ソ タ州 で 観 察 記 載 して い る。

観 察 方 法

京 都 市 伏 見 区 の 大 学 構 内の 屋 外 飼 育 場 に コ ン ク リー トブ ロ ックで 亀 用 の 囲 い を大1個,小4

個 作 った。 大 きい方 は4.5×1.5mの 囲 いで この 中 に1.5×1.5mの 広 さの池 を掘 った,池 は深 い

所 は40cmで あ る。 この 囲 い に 隣 接 し1.5×1.0mの 囲 い が4つ 並 ぶ,各 々 に池 が あ る。 近 くの 田

や 小川 で 捕 え た クサ ガ メや 少 数 の イ シ ガ メ,ミ ナ ミイ シ ガ メ が常 時 大 き い囲 いで 飼 わ れ て い る。

囲 いの 中 には 雑 草 が 生 え,ま た 板 や ブ ロ ックで か くれ 場 所 が設 け られ て い る。 餌 と して は魚 肉

の ほかパ ン な ど を与 え て い る。 産 卵 期 が近 づ い た ら雌 を小 さい 囲 い に入 れ個 々 に産 卵 させ る。
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勿論大きい囲いで産卵するものもある。産卵された卵はそのまま放置しておいて子ガメが自力

で地面か ら出現するのを待つ。亀の飼育場は私達のいる2階 の研究室の南側の窓の下にあるの

で監視や観察には便利である。

観 察 結 果

産卵 行動 産 卵 の 近 づ い た雌 亀 は池 か ら出 て歩 きま わ り卵 を うむ適 当 な場 所 を探 す。 そ う

して後 肢 を用 い て 穴 を 掘 る。 穴 の大 き さは亀 に よ り差 が あ る。 甲 長17.5cmのNo.3ク サ ガ メ

が1971年6月21日 に 掘 った 穴 は 深 さ7cm,穴 の 直 径8cm,地 面 の 開 口 は4×7cmで あ って この 中

に6卵 を 産 下 して い る。 当 日は午 後4時 に穴 を 掘 りは じめ,産 卵 が す み地 面 を平 らに して 立 ち

去 った の は 午 後7時20分 で あ った。 ま た 甲 長17.2cmのNo.53ク サ ガ メ が1973年7月5日 に産

卵 した と き,穴 の 深 さ10cm,穴 の直 径10cm,地 面 の 開 口 は9×9cmで6卵 を産 下 した,午 前

8時30分 か ら穴 を掘 りだ し午 前11時 に全 て を完 了 して い る。 雌 は地 面 に穴 を掘 って も場 合 に よ

って は産 卵 しな い こ とが あ る。 だ か ら穴 を掘 って もそ の 中 に卵 が産 下 され て い る か ど うか を確

か め る必 要 が あ る。1回 に産 下 され る卵 の数 は 今回 の私 達 の 記 録 に よ れ ば4個 乃 至11個,平 均

6.7個 で あ った。 年 に1乃 至2回 産 下 して お り,2回 の と き は 間 隔 は 約1ヶ 月 で あ った。 卵 の

大 き さは平 均 の もの は38mm×22.5mm,重 さ11gで あ る。

出 現4月5月 に注 意 して飼 育場 を み て い る と孵 化 した ば か りの 子 ガ メ が 池 に 浮 ん で い た

Table 1. Dates of egg laying and emergence of Chinemys reevesii in Kyoto.
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り草 の 間 をは って い た りす る。 巣 には 脱 出 した 孔 が あい て い る。 この と き巣 を掘 りお こ して み

る と こわ れ た 卵 殻 が み つ か り,ま た 時 に は孵 化 す る直 前 の 卵 が み つ か る こ と も あ る。Woolver-

ton (1963)がChrysemys pictaで 観 察 した と ころ に よ れ ば,6月25日 産 卵 し10月25日 に この

巣 を 掘 って み た と ころ す で に 子 ガ メ は 地 下 で孵 化 して い た。 そ の ま ま又 埋 め て お い た と ころ 翌

春6月3日 に 子 ガ メ が地 上 に 出 現 して きた,こ の と き卵嘴 は存 在 して い た と い う。 私 達 の観 察

した クサ ガ メ で は地 上 に 出 現 す る す こ し前 に卵 殻 を破 って孵 化 して くる よ うで あ る。 出現 した

と きの クサ ガ メ の子 の大 き さ は60例 の調 査 で は 甲長24.6～36.6mm平 均29.8mm,甲 幅18.6～

26.2mm平 均23.7mm,重 さ3.8～8.0g平 均6.2gで あ った。

ク サ ガ メ の産 卵 及 び 出現 の時 期 を表1に 示 した。 こ の表 で み る と産 卵 は6～7月,出 現 は 翌

春4～5月 で あ る こ と がわ か る,し か し1973年 産 卵 の う ちの4匹 は そ の 年 の10月 にす で に 出現

して い る。 私 達 が1972年 に東 寺 の 池 の 亀 を調 査 した と き,ク サ ガ メの孵 化 した て の 子 は4月5

月 に11匹,10月 に1匹 捕 え られ て い る(深 田 ・他,1974)。 この こ とは 少数 の もの は そ の 年 の

う ち に孵 化 す る こ と を示 して い る。

摘 要

1) クサ ガ メは 京 都 に 於 て は6月7月 に産 卵 し,子 ガ メは 翌 春4月5月 に 地 面 か ら出 る。

2) 少 数 の 子 ガ メは 当 年 の10月 に 地 面 か ら出 現 す る。

3) 1回 の産 卵 数 は4～11卵,平 均6.7卵。 年 に1～2回 産 卵 す る,2回 産 卵 の と きは そ の

間 隔 は約1ヶ 月 で あ る。

4) 卵 の大 き さ は お よ そ38×22.5mm,重 さ11gで あ る。

5) 生 れ た て の子 ガ メ は お よ そ 甲 長30mm,重 さ6gで あ る。
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